
平成３０年７月西日本豪雨災害被災地
における復旧支援のためのＧＩＳ活用

田 中 貴 宏

広島大学大学院工学研究科建築学専攻
（兼） 防災・減災研究センター

２０１８．１２．２０
Ｇ空間サミット２０１８



研究室紹介
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雨量（三原市本郷）
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７月５日（木）
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通行止め
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通行止めマップ
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三原市の被害概要

• 人的被害（７月２２日時点）
–死者：８名
–負傷者：１０名

• 建物被害（７月３１日時点）
–浸水：２５７５棟
–土砂災害：３９９棟

三原市災害対策本部資料より
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経緯

• 三原市災害ボランティアセンター立ち上
げ： ７月１０日

• ＧＩＳによる支援活動開始： ７月１２日
• 現在も継続活動中
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三原市全域

三原市

沼田川

船木地区
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船木地区

（７月１０日撮影）国土地理院より
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（７月１０日撮影）国土地理院より
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（７月１０日撮影）国土地理院より
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災害ボランティアセンターでの
地図関連ニーズ（初期）

• 対象地全域の地図を見たい。
• 特定場所までの紙地図をつくりたい。
• 寄せられるニーズと、それに対する対応状
況の全体像を把握したい（現況マップ） 。

• 被害の全体像を把握したい。
• ・・・
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地図班（広島大学）の設置



18ＡｒｃＧＩＳ災害対応ライセンスを使用



災害ボランティアセンターでの
地図関連ニーズ（初期）

• 対象地全域の地図を見たい。
• 特定場所までの紙地図をつくりたい。
• 寄せられるニーズと、それに対する対応状
況の全体像を把握したい（現況マップ）。

• 被害の全体像を把握したい。
• ・・・
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災害ボランティアセンターでの
地図関連ニーズ（初期）

• 対象地全域の地図を見たい。
• 特定場所までの紙地図をつくりたい。
• 寄せられるニーズと、それに対する対応状
況の全体像を把握したい（現況マップ）。

• 被害の全体像を把握したい。
• ・・・
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災害ボランティアセンターでの
地図関連ニーズ（初期）

• 対象地全域の地図を見たい。
• 特定場所までの紙地図をつくりたい。
• 寄せられるニーズと、それに対する対応状
況の全体像を把握したい（現況マップ）。

• 被害の全体像を把握したい。
• ・・・
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作業の流れ
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ニーズ受付班より
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作業の流れ（受付時）
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ニーズ受付班より

� ＧＩＳ入力
� 周辺マップ作成

ニーズ受付票に周辺マップを添付し、
現地班・オリエンテーション班へ…

地図班（広島大学）



作業の流れ（完了時）
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完了報告
（現地班より）

� ＧＩＳ入力

ファイリング

地図班（広島大学）



作成した現況マップの例
（全域のニーズ分布）
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作成した現況マップの例
（全域のニーズ対応状況）
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作成した現況マップの例
（船木地区のニーズ対応状況）
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現況マップ活用の様子
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現況マップ活用の様子
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現況マップ活用の様子
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災害ボランティアセンターでの
地図関連ニーズ（１ヶ月後）

• ニーズはある程度落ち着いてくる。
• （被害があったと予測されるエリアにおいて）
ニーズが届いていない住宅を知りたい。
→ローラー調査（ヒアリング）

• ローラー調査を行った建物の位置を知りたい。
• 建物名称が必要
→住宅地図データが必要
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今後の見守り活動に向けた地図作成
（現在の主なニーズ）
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地図中の建物の色分け基準

ニーズ

ニーズ対応完了

要見守り

ローラー調査

受付・要対応

終了

受付・要対応

アセスメント

当面支援ニーズなし 当面支援ニーズあり

要見守り
対応完了

終了 要見守り
※ニーズ班作成Ｅｘｃｅｌデータをもとに作成



今後の見守り活動に向けた地図作成
（現在の主なニーズ）
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まとめ（今後に向けて）

• 紙地図に対するニーズは非常に大きい。
→分かりやすい紙地図を作成する方法

• フェーズによって、地図に対するニーズが変
化してくる。

• 地図に対するニーズは、ある程度、体系化で
きそう…
→事前にパッケージ化できないか？

• 建物名称に対するニーズは大きい。
• ＧＩＳ的に難しいことはしていない。
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今後の予定

• ボランティアセンター閉所まで
– 地図データの更新作業を継続

• ボランティアセンター閉所後
– 災害ボランティアセンター活動支援のためのＧＩＳ
データベースの体系化
→今回は場当たり的に対応してきたので…

– 被害程度別の必要人数の分析
– ニーズの時系列の変遷分析
– 他のボランティアセンターの調査
– 復興検討のためのデータベース活用
– ・・・
→次の災害における更なる効率化にむけた提案
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